予算要求資料
平成28年度当初予算　支出科目　款：民生費　項：社会福祉費　目：身体障害者更生相談所費
	事業名　医学的判定及び巡回相談事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　健康福祉部　身体障害者更生相談所　管理調整係　電話番号：058-231-9722
　　　　　　　　　　　E-mail：c22201@pref.gifu.lg.jp

１　事業費　　        　　　　　　　2,020千円（前年度予算額：2,020千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	2,020
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,020

	要求額
	2,020
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,020

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・医学的判定事業
    身体的条件等の事情によって､来所又は巡回による医学的判定が受けられない身体障がい者に対し､委託病院において補装具交付のための医学的判定を行う。　　
・施設入所巡回相談事業
    飛騨地区に居住する身体障がい者に対して､医学的判定を行い､併せてその更生に必要な総合的相談に応じ、もって社会的更生の方途を指導し、援護の万全を図るものとする。
　　県内の主要病院（医師）と連携を図ることで、的確な判定を行うことができている。
（２）事業内容
　　県内の主要病院と委託契約を締結する。
委託病院：県立多治見病院（整形外科・耳鼻科）
  　        県立下呂温泉病院（整形外科）
    　      高山赤十字病院（整形外科・耳鼻科）
      　    天野眼科医院（眼科）

医学的判定事業　　　1,780千円

｛13,700円/1日（事務費）＋2,820円/1件（初診料）＋1,500円/1件（文書料）＋730円/1回×3回（補装具採型等）｝/一人＝20,210円　20,210円×88件＝1,778,480円
　医学的判定事業（実績）
	委託先　　　　年度
	22
	23
	24
	25
	26
	過去5か年平均
	27(4-8月実績)
	27(見込) ＊
	備　　考

	県立多治見病院
	55
	52
	33
	64
	59
	53
	33
	66
	

	県立下呂温泉病院
	3
	9
	11
	6
	10
	8
	6
	11
	

	高山赤十字病院
	12
	16
	23
	13
	16
	16
	2
	10
	

	天野眼科
	0
	1
	0
	0
	0
	0
	0
	1
	

	合計
	70
	78
	67
	83
	85
	77
	41
	88
	


*27(見込)の算出方法：[H27実績の月平均×12か月＋過去5か年平均して平均を算出]（小数点切上）

　　　　　　　　　　　例）県立多治見病院　（53件＋（33件÷5月×12月））÷2≒66件

巡回相談事業 　　　 　240千円
巡回相談事業（実績）
	年度
	H24
	H25
	H26

	取扱実人員
	４６名
	４１名
	３９名


	判定件数
	３４件
	４１件
	３４件

	相談件数
	１２件
	０件
	５件


（３）県負担・補助率の考え方

・県10/10
（４）類似事業の有無
　・無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	2,020
	医学的判定業務委託料、巡回相談業務委託料

	合計
	2,020
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	（長期構想上の位置づけ）

　　I　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

　　　　３　障がいのある人が個性を発揮して暮らせる地域をつくる


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	　　　　　　　　


	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	　　　　　　　　
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	　身体障がい者の方の福祉の向上のために継続して実施している事業であることから指標は設定できません。


（前年度の取組）

	・医学的判定事業（平成26年度実績）

　　県立多治見病院　　５９件

　　県立下呂温泉病院　１０件

　　高山赤十字病院　　１６件

・巡回相談事業（平成26年度実績）

　　高山市　３回　　飛騨市　１回　開催

　　取扱人数　３９人


（前年度の成果）

	障がいの状況や地理的な理由により、当所（岐阜市）に来所することが困難な方々に対し、補装具費の支給を受けるために必要な医学的判定を委託先の病院で受けられるようにしています。

　巡回相談事業については、飛騨地区及び周辺の障がい者の方々が、当所へ来所しなくても相談や指導を受けられるように実施しています。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	身体障害者福祉法により、市町村が補装具費の支給決定をするために必要な医学的判定は、身体障害者更生相談所（県）が行うこととなっています。

また巡回相談は、身体障害者更生相談所が行うことができる事業とされており、当所（岐阜市）への来所が困難な障がい者の方々のために必要な事業です。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○


	　身体障がい者が適切なサービスを受けることができており、身体障がい者の方にとって有効性のある事業です。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○


	　医学的判定については、地域の拠点病院に委託することにより効率化が図られています。

巡回相談については、飛騨地区での開催を飛騨地区の病院へ委託することにより効率化を図っています。　


（今後の課題）

	　医学的判定の依頼や巡回相談の実施希望が増えた場合、十分に対応できるような体制を整えることが必要です。




（次年度の方向性）
	市町村及び関係機関と十分協議のうえ、身体障がい者のニーズを踏まえて充実した事業となるよう取り組みます。　


